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1. 平成31年9月期第1四半期の業績（平成30年10月1日～平成30年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年9月期第1四半期 3,543 3.5 635 0.5 586 0.5 397 △58.1

30年9月期第1四半期 3,423 10.7 632 2.7 583 3.7 947 148.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年9月期第1四半期 40.37 39.80

30年9月期第1四半期 97.08 94.07

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年9月期第1四半期 30,798 13,163 42.6

30年9月期 30,740 13,278 43.0

（参考）自己資本 31年9月期第1四半期 13,115百万円 30年9月期 13,228百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年9月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

31年9月期 ―

31年9月期（予想） 0.00 ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成30年9月期　期末配当金の内訳　普通配当45円00銭　特別配当5円00銭

3. 平成31年9月期の業績予想（平成30年10月1日～平成31年9月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,067 5.0 1,070 △2.9 970 △3.4 662 △46.0 67.30

通期 14,640 7.1 2,169 0.7 1,969 0.8 1,345 △28.5 136.72

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）７ページ「四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年9月期1Q 10,185,600 株 30年9月期 10,182,600 株

② 期末自己株式数 31年9月期1Q 347,322 株 30年9月期 350,061 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年9月期1Q 9,835,243 株 30年9月期1Q 9,764,582 株

（注）期末自己株式数には、従業員株式給付信託が保有する自社の株式（31年9月期1Q　249,761株、30年9月期　250,000株）を含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間（自 平成30年10月１日 至 平成30年12月31日）における我が国の経済は、海外経済の不確

実性が懸念されるものの、好調な輸出に支えられるほか、雇用・所得環境の改善を背景に、全体として緩やかな回復

基調が続いております。

 当社の属する駐車場業界においては、慢性的な駐車場不足や都市部での建築に伴う駐車需要、個人消費の持ち直し

を背景に売上は底堅く推移しました。このような中で、当社は引き続き積極的な営業活動を行い、新規駐車場の開設

を進めるとともに、既存駐車場においても料金変更を機動的に行うなど採算性向上に努めました。

 その結果、当第１四半期累計期間においては、62件1,258車室の新規開設、38件933車室の解約等により、24件325

車室の純増となり、12月末現在2,123件29,543車室が稼働しております。

 当第１四半期累計期間の売上高は3,543百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益635百万円（同0.5％増）、経常利

益586百万円（同0.5％増）、四半期純利益397百万円（同58.1％減）を計上いたしました。

 前事業年度においてホテルやオフィス、マンション等の建築により立地の良い高収益駐車場を中心に解約が増加し

ましたが、新規開拓及び既存駐車場の売上向上により、若干の増益となりました。 

 なお、純利益の前年同期比での減益は、前事業年度において保有不動産の売却を行い、固定資産売却益808百万円

を特別利益に計上していたためであります。 

 

 当社の駐車場形態ごとの状況は以下の通りであります。

 

（賃借駐車場） 

 当第１四半期累計期間においては、58件1,227車室の開設及び、38件926車室の解約等により、20件301車室の純増

となりました。その結果、12月末現在1,942件25,284車室が稼働しております。新規駐車場の開拓が堅調に推移した

ため、売上高は2,911百万円（前年同期比4.1％増）となりました。 

 

（保有駐車場） 

 当第１四半期累計期間においては、小樽市２件17車室、札幌市１件５車室、横浜市１件９車室の計４件31車室を新

規開設いたしました。 

 また、不動産賃貸への転用のため７車室減少いたしました。その結果、４件31車室の増加、７車室の減少となり、

12月末現在においては181件4,259車室が稼働しております。売上高は512百万円（同0.9％増）となりました。 

 このほか、当第１四半期累計期間において、青森市１件28車室分の駐車場用地を取得しており、第２四半期以降の

オープンを予定しております。 

 

（その他売上） 

 当第１四半期累計期間においては、不動産賃貸収入、自動販売機関連売上、バイク・バス・駐輪場売上、太陽光発

電売上により、売上高は118百万円（同0.8％減）となりました。 

 

 当事業年度における駐車場形態ごとの販売実績は以下のとおりです。 

 
前第１四半期累計期間 

（自 平成29年10月１日 
 至 平成29年12月31日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成30年10月１日 
 至 平成30年12月31日） 

前事業年度 
（自 平成29年10月１日 
 至 平成30年９月30日） 

駐車場形態 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

賃借駐車場 2,795 2,911 11,238 

保有駐車場 507 512 1,947 

その他売上 119 118 484 

合計 3,423 3,543 13,670 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期会計期間末における総資産は30,798百万円となり、前事業年度末に比べ58百万円増加いたしました。

これは主に流動資産における現金及び預金の増加（32百万円）、有形固定資産における土地の増加（94百万円）によ

るものであります。 

 当第１四半期会計期間末における負債の部は17,634百万円となり、前事業年度末に比べ172百万円増加いたしまし

た。これは主に借入金の増加（802百万円）によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末における純資産の部は13,163百万円となり、前事業年度末に比べ114百万円減少いたしま

した。これは主に配当金の支払（504百万円）によるものであります。この結果、自己資本比率は、前事業年度末の

43.0％から42.6％となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の我が国経済については、緩やかな増加基調にある設備投資、雇用・所得環境の改善を背景とした個人消費の

増加により引き続き、回復基調が続いていくとみられております。当社の属する駐車場業界におきましても、依然と

して、時間貸駐車場の供給は不足しており、需給バランスがタイトな状況が続いております。

 このような状況のもと、前事業年度に引き続き、各拠点への適切な人員配置、積極的な営業人員の採用及び営業拠

点の展開を行うとともに、営業支援システムの機能向上、情報の蓄積と活用を図り、更に効率的な営業活動を行い、

地方都市における再開発案件の新規開拓にも取り組んでまいります。

 既存駐車場については当該営業支援システムの活用に加え、遠隔監視を含む情報通信技術の拡充を進め、機動的に

料金変更を行うなど収益性の向上を目指します。また、解約のない保有駐車場用地については、引き続き地方の中核

都市を中心にその取得に注力いたします。

 なお、平成31年９月期の業績予想数値につきましては、平成30年11月６日付公表の予想から修正はありません。

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実

性が含まれています。この影響のため、実際の業績が公表している見通しと異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前事業年度 
(平成30年９月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,964 3,997 

売掛金 106 117 

前払費用 685 662 

その他 65 70 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 4,821 4,847 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 758 747 

機械及び装置（純額） 986 967 

土地 21,303 21,397 

リース資産（純額） 1,845 1,783 

その他（純額） 430 432 

有形固定資産合計 25,323 25,329 

無形固定資産 22 21 

投資その他の資産 572 600 

固定資産合計 25,918 25,951 

資産合計 30,740 30,798 

負債の部    

流動負債    

買掛金 200 202 

1年内償還予定の社債 210 － 

短期借入金 － 500 

1年内返済予定の長期借入金 1,585 1,625 

未払法人税等 652 221 

賞与引当金 35 19 

株主優待引当金 11 － 

その他 814 897 

流動負債合計 3,511 3,465 

固定負債    

長期借入金 11,989 12,251 

リース債務 1,415 1,361 

株式給付引当金 39 35 

資産除去債務 265 270 

その他 240 249 

固定負債合計 13,950 14,169 

負債合計 17,461 17,634 
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    （単位：百万円） 

  前事業年度 
(平成30年９月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成30年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,765 1,766 

資本剰余金 2,160 2,164 

利益剰余金 9,782 9,675 

自己株式 △390 △389 

株主資本合計 13,318 13,216 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 10 5 

繰延ヘッジ損益 △99 △106 

評価・換算差額等合計 △89 △101 

新株予約権 49 48 

純資産合計 13,278 13,163 

負債純資産合計 30,740 30,798 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第１四半期累計期間 
(自 平成29年10月１日 

 至 平成29年12月31日) 

 当第１四半期累計期間 
(自 平成30年10月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 3,423 3,543 

売上原価 2,408 2,531 

売上総利益 1,014 1,011 

販売費及び一般管理費 382 376 

営業利益 632 635 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

受取保険金 0 0 

その他 0 0 

営業外収益合計 0 0 

営業外費用    

支払利息 48 48 

その他 1 0 

営業外費用合計 49 49 

経常利益 583 586 

特別利益    

固定資産売却益 808 － 

特別利益合計 808 － 

特別損失    

固定資産除却損 8 5 

固定資産売却損 2 － 

特別損失合計 11 5 

税引前四半期純利益 1,380 580 

法人税等 432 183 

四半期純利益 947 397 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算 

 税金費用の計算については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

当社の事業は、駐車場の開拓及び運営管理に関連する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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